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わくわくどきどき一年生
たくさん友達できるかな～

《主な内容》
◎平成26年度施政方針
◎平成26年度一般会計予算
◎町民講座・出前講座について
◎4月20日執行予定の町長選挙につ
　いて

　今年、町内の小学校に入学する新入生は208人。新
しく始まる学校生活に期待で胸いっぱい！
　先生のお話をよく聞いて、明るく元気に友達をたく
さんつくってね。

人　

口

計 24,777人
男 12,011人
女 12,766人

世帯数 7,532世帯
（3月１日現在）

広報

の

【高畠町ホームページ】  http://www.town.takahata.yamagata.jp
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平成 26年度　施政方針

　

た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
町
内
の

食
品
加
工
事
業
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
町
内
産
の
優
れ
た
農
産
物
等
の
原
材

料
を
使
用
し
、
食
の
感
性
に
こ
だ
わ
っ
た
ブ
ラ

ン
ド
商
品
の
開
発
と
製
造
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
と
と
も
に
、「
た
か
は
た
ぶ
ど
う
ナ
イ
タ

ー
」
や
「
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
た
か
は
た
フ
ェ
ア
」
な

ど
を
通
じ
て
強
く
町
内
外
に
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を
展

開
し
ま
す
。
ま
た
、「
高
畠
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
活
用
し
な
が
ら
さ
ら
な
る
販

路
の
拡
大
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
確
立
を

め
ざ
す
ほ
か
、
国
の
支
援
を
受
け
て
前
年
度
策

定
し
た
戦
略
事
業
計
画
を
展
開
し
、
ブ
ラ
ン
ド

力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

③
た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

地
方
分
権
が
進
展
し
、
地
方
独
自
の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
産
業
活
性
化
、
中
心

街
活
性
化
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
、
都
市
開
発
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
自
由
な
発
想
と
新
た
な

事
業
へ
の
挑
戦
に
満
ち
た
創
造
性
あ
ふ
れ
る
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
特
に
、
農
業
の
競
争
力

強
化
を
狙
い
と
す
る
生
産
調
整
の
廃
止
を
見
据
え
た
町
農
業
の
将
来
展
望
の
創
出
や
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
経
営
者
を
後
押
し
す
る
中
小
企
業
体
の
経
営
体
質
強
化
策
が
重
要
で
す
。

①
農
業
、中
小
企
業
支
援
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

国
は
、
大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財

政
政
策
、
新
た
な
成
長
戦
略
に
よ
り
、
デ
フ

レ
脱
却
と
日
本
経
済
の
再
生
に
向
け
た
政
策

を
積
極
的
に
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
は

徐
々
に
地
方
ま
で
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

町
内
事
業
者
は
、
ゆ
る
や
か
な
景
気
の
回
復

を
受
け
、
工
場
の
建
設
や
増
築
、
設
備
投
資

な
ど
の
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
安
定
的
な
雇
用
の
創
出
も
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
国

が
示
す
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
の
方
針
に

則
り
、
農
地
の
有
効
活
用
と
６
次
産
業
化
の

動
き
が
加
速
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

経
済
の
流
れ
を
捉
え
、
さ
ら
な
る
地
域
産
業

の
振
興
を
め
ざ
し
て
、
町
独
自
の
支
援
制
度

の
継
続
し
た
展
開
と
、
国
・
県
が
示
す
支
援

策
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
経
済
の

回
復
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
製
造

業
経
営
革
新
事
業
、
産
業
立
地
促
進
資
金
融

資
事
業
、
園
芸
作
物
産
地
化
推
進
事
業
な
ど

の
施
策
の
展
開
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

寒河江　信　町長

　

高
畠
町
の
東
西
の
玄
関
口
で
あ
る
太
陽
館
と

道
の
駅
は
、
観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
、
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
年
間
を
通
じ
た
催
事
等

の
開
催
に
よ
り
、
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む

と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
憩
い
の
施
設
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
み
、
運
営
方
法
に
対
し
て
も
多
く
の
要

望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
の
皆
様
の

要
望
に
応
え
る
た
め
、
計
画
的
に
太
陽
館
や
道

の
駅
施
設
の
改
修
や
修
繕
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
学
び
、

行
動
す
る
た
め
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
最
新
の
情
報
や
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

町
民
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
は
、
長
年
の
課

題
で
し
た
。
老
朽
化
に
よ
り
利
用
者
の
皆
様
に

不
便
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
な
図
書
館

の
建
設
に
向
け
て
「
新
図
書
館
建
設
基
本
構
想
」

の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
町
外
の
図
書

館
と
連
携
し
て
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、「
移
動
図
書
館
（
は
ま
か
ぜ
号
）」

に
よ
る
巡
回
文
庫
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、
健
診
時

の
出
張
お
は
な
し
会
な
ど
、
利
用
者
の
拡
大
と

親
し
み
や
す
い
図
書
館
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

②
に
ぎ
わ
い
の
場
づ
く
り
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

④
土
地
利
用
計
画
、都
市
機
能

　

形
成
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

平
成
28
年
開
校
す
る
高
畠
中
学
校（
仮
称
）

周
辺
の
県
道
並
び
に
町
道
の
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
や
平
成
30
年
度
開
通
予
定
の
東

北
中
央
自
動
車
道
な
ど
、
本
町
の
教
育
・
文

化
環
境
の
変
化
や
社
会
資
本
整
備
の
進
展
を

背
景
に
、
今
後
土
地
利
用
の
形
態
も
大
き
く

変
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
町
で
は
一
昨
年
よ
り
都
市
計
画
の
見
直

し
作
業
に
着
手
し
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市

計
画
は
、
農
林
漁
業
と
の
健
全
な
調
和
を
図

る
こ
と
が
基
本
理
念
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

農
業
構
造
の
変
化
が
著
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、

本
町
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総
合
的

な
見
直
し
か
ら
着
手
し
、
将
来
的
な
都
市
計

画
の
基
盤
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

産
業
・
生
活
・
文
化
、
そ
し
て
観
光
産
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
高
畠
駅
周
辺
へ
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
可
能

性
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
ま
す
。

▲高畠町マスコットキャラクター

２ 

主

要

施

策

主

要

施

策

２ 

主

要

施

策

はたっき たかっき

平成26年度の施政方針の施政方針平成26年度の施政方針
　3月 6日から開催された 3月定例町議会で、寒河江町長は「平成 26 年度
施政方針」を説明いたしました。　これらの施政方針を掲載します。

　2020年のオリンピック開催都市に「東京」が選ばれたという感動的な知ら
せは、心躍らせるニュースとしてここ高畠の地にも届きました。また、高畠
で育まれた若い力も全国レベルでその力を発揮し、全国少年少女水泳競技大
会・女子飛込みや、国体東京大会・フェンシング成年女子団体サーブルで見
事優勝を遂げるなど、相次ぐ朗報が飛び込んできました。オリンピック開催
は、日本の成長戦略の媒体となり経済の活性化や観光客増加などの効果をも
たらすと予想されています。今後の世界レベルでの若い人たちの活躍ととも
に、広く日本国民に大きな夢を与える機会となるよう期待をします。
　さて、当町を取り巻く環境は、少子高齢社会の進展や中央に比べ遅れの目
立つ地方経済の動き、そして町民ニーズの多様化や本格化する地方分権への
対応などの課題が重なりあい、町政のかじ取りは大変難しい状況にあります。
　また、政府は、伸び続ける介護、福祉、医療等の社会保障関連経費への対
応のため、今年４月から消費税率を８％に引き上げることとしましたが、増
税分が地方の財源としてどう措置されるかは不透明な状況にあります。
　このような中でも、当町では近年、町民の皆様のご理解のもと財政健全化
に取り組むとともに、停滞していた行政課題を順次克服してまいりました。
高畠中学校（仮称）建設に伴う周辺道路の自歩道整備や交差点改良工事などは、
国・県の力強い後押しをいただきながら順調に進捗しています。また、安久
津八幡神社に伝わる伝統芸能「延年の舞」等の保存伝承を目的に開催された
まほろばの里芸能祭は、歴史と伝統ある文化遺産を町民の皆様に堪能してい
ただくとともに、後継者育成にも大きく貢献いたしました。
　平成26年度においても、夢と明るい未来が展望でき、さらには持続的な自
治体運営をするために、積極的な町民参画による事業の展開と、地域経済活
性化策を推し進めます。
　平成26年度は、第５次高畠町総合計画の中間年、後期基本計画の初年度で
あり、総合計画の仕上げに向かう大切な年度です。前期基本計画の施策の評
価を十分に行い、今後のまちづくりの方向性に繋げるために、総合計画の「誇
り、創造、自立、共生」の基本理念に立ち返り、町の将来を表現する次の４
つの政策を展開し、"たかはた"らしい成長と発展を期してまいります。
（１）たかはたらしい創造性あふれるまちづくり
（２）誇り高い人間性を育むまちづくり
（３）協働と共生を基本としたまちづくり
（４）ゆるぎない自立に向けたまちづくり
　この４つの政策においては、それぞれの目的別に多角的な手法によって「ま
ちづくり」にアプローチし、具体的な成果と課題解決への歩みを狙うものです。

１ はじめに　１ はじめに　

町政運営の基本方針町政運営の基本方針 総
合
計
画「
誇
り
、創
造
、自
立
、共
生
」の
基
本
理
念
に
立
ち
返
り
、

　

〝
た
か
は
た
〞ら
し
い
成
長
と
発
展
を
推
進

〝
た
か
は
た
〞ら
し
い
成
長
と
発
展
を
推
進

総
合
計
画「
誇
り
、創
造
、自
立
、共
生
」の
基
本
理
念
に
立
ち
返
り
、

　

〝
た
か
は
た
〞ら
し
い
成
長
と
発
展
を
推
進
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平成 26年度　施政方針

①
観
光
産
業
の
醸
成
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

今
年
度
、
県
・
市
町
村
お
よ
び
地
域
の
観
光

事
業
者
等
が
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
個
々

の
事
業
者
で
は
成
し
得
な
い
大
規
模
な
観
光
誘

客
事
業
と
し
て
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
全
県
下
で
展
開
さ
れ
ま
す
。
当
町

に
お
い
て
も
、
関
係
組
織
が
連
携
を
図
り
オ
ー

ル
高
畠
の
体
制
を
構
築
し
、
豊
か
で
特
徴
の
あ

る
観
光
資
源
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

員
の
配
置
、
臨
床
心
理
士
の
活
用
、
保
健
師
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
り
ま
す
。
平
成
28
年
４
月

開
校
を
予
定
し
て
い
る
高
畠
中
学
校
（
仮
称
）

に
つ
い
て
は
、
町
民
に
と
っ
て
誇
り
と
な
る
よ

う
な
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
あ
こ
が
れ
と
な

る
よ
う
な
中
学
校
整
備
と
開
校
に
向
け
て
万
全

を
期
し
ま
す
。
県
道
・
町
道
の
道
路
改
良
と
交

通
安
全
施
設
整
備
に
関
し
て
は
、
県
と
町
の
道

路
管
理
者
間
の
連
携
に
よ
り
、
確
実
な
進
展
を

見
せ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
町
道
竹
森
中
里

線
、
本
町
泉
岡
線
、
深
沼
入
生
田
線
な
ど
の
道

路
改
良
・
舗
装
修
繕
・
側
溝
整
備
等
を
実
施
し
、

高
畠
中
学
校
（
仮
称
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
環
境
に
お
い
て
は
、
地
域
の
課
題

を
的
確
に
捉
え
、
学
習
し
、
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
の
場
、
地
域
づ
く
り
や
世
代
交
流

の
場
と
し
て
、
各
地
区
の
公
民
館
や
上
和
田
交

流
館
な
ど
を
「
地
域
の
方
々
の
憩
い
と
活
動
の

拠
点
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
あ
ら

ゆ
る
年
代
の
方
々
が
交
流
で
き
る
機
会
と
場
を

設
定
し
、
団
塊
世
代
の
地
域
づ
く
り
へ
の
参
画

や
、
住
民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
図

り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
お
い
て
は
、
競

技
と
し
て
の
個
々
の
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は

も
ち
ろ
ん
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
や
グ

ル
ー
プ
で
気
軽
に
、
身
近
に
親
し
み
な
が
ら
で

き
る
環
境
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

事
業
を
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
文
化
遺
産
を

④
文
化
財
保
存
・
人
材
養
成
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

高
畠
町
が
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
町
民
・
企
業
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
が
行
政
と
と

も
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
観
光
産
業
醸
成
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
確

保
、
自
然
環
境
へ
の
配
慮
、
農
業
の
再
生
な
ど
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
多
様
な
担
い
手
が
行

政
と
と
も
に
行
動
を
お
こ
し
、協
働
の
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、き
め
細
か
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
互
い
を
思
い
や
る
相
互
理
解
の
関
係
性
か
ら
、「
共
に
生
き
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し

ま
す
。

県
内
外
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
を
我
が
町
に

呼
び
込
み
、
た
か
は
た
フ
ァ
ン
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
ま
す
。

ま
た
、
高
畠
町
観
光
協
会
に
依
頼
し
策
定
さ
れ

た
「
犬
猫
や
す
ら
ぎ
の
里
構
想
」
を
我
が
町
の

新
た
な
観
光
資
源
の
目
玉
と
な
る
よ
う
、
地
域

お
よ
び
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
実

現
に
向
け
た
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ほ
ろ
ば
の
緑
道
「
高
畠
広
場
」
の

電
車
・
旧
駅
舎
の
保
存
事
業
、
太
陽
館
周
辺
の

施
設
の
維
持
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

▲たかはたの「美味い」を巡るサイクリング・ツアーの様子

②
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
確
保
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
多
様
な
担
い
手
が
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
の
連
携
や
支
え

あ
い
を
基
本
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
行
政
が
後
押

し
を
し
て
、
だ
れ
も
が
安
全
・
安
心
を
実
感
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
お
よ
び
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、

警
察
や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
防
犯
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
高

齢
者
や
子
ど
も
等
の
交
通
安
全
教
育
の
強
化
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
や
地
域
住
民
に
よ
る

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
支
援
対
策
な
ど
を
推
進

し
、
地
域
に
密
着
し
た
交
通
安
全
お
よ
び
防
犯

活
動
に
努
め
ま
す
。

　

防
犯
や
防
災
、
環
境
衛
生
上
の
問
題
を
有
す

る
放
置
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基
づ
く

適
正
な
処
置
を
行
い
、
所
有
者
等
へ
の
指
導
・

活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
」
を
継
続
し
、
歌

舞
伎
や
古
典
芸
能
と
触
れ
合
う
機
会
を
創
出
し
、

町
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
地
域
に
残
る
身
近
な

文
化
遺
産
の
保
存
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
発
表

お
よ
び
鑑
賞
の
場
と
し
て
芸
術
文
化
祭
を
開
催

す
る
ほ
か
、
町
民
が
自
ら
行
う
事
業
に
つ
い
て

も
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
久
津
八
幡
神
社

周
辺
に
整
備
さ
れ
て
い
る
考
古
資
料
館
、
歴
史

公
園
、
郷
土
資
料
館
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

が
持
つ
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
連
携
を

図
り
、
利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。
浜
田
広
介
記

念
館
お
よ
び
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
指
定
管
理
に
よ
る
管
理
と
し
、
民
間
活
力

を
活
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。
人

材
養
成
に
関
し
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
多
面
的

な
交
流
に
よ
り
成
果
を
上
げ
て
い
る
「
墨
田
区

相
互
交
流
事
業
」
を
国
内
交
流
事
業
と
し
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
ン
グ
ル
ト
ン
へ
の
「
中
高

生
海
外
派
遣
事
業
」
を
国
際
交
流
事
業
と
し
て
、

継
続
し
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
青
年
層
の

人
材
養
成
に
つ
い
て
は
、
国
内
研
修
へ
の
派
遣

を
引
き
続
き
行
い
、
自
主
的
な
運
営
で
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
「
青
年
人
材
育
成
事
業
」
と

の
両
輪
で
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
牽
引
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
社
会

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
、
特
に
地
域
全
体
で
子

育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
大
変
重
要
な
こ

と
で
あ
り
、
私
た
ち
の
重
大
な
責
務
で
す
。

　

毎
年
増
加
す
る
保
育
需
要
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
、
引
き
続
き
早
朝
保
育
や
延
長
保
育
の

充
実
、
土
曜
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の

平
成
27
年
度
施
行
を
前
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
多
様
な
子
育
て
支
援
の
充
実
を
目
的
に

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
未
満
児
保
育
が
拡
充
さ

れ
た
屋
代
児
童
館
の
駐
車
場
整
備
を
進
め
、
利

用
者
の
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

　

母
親
と
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
町
単
独
事
業
で
「
１
歳
お
誕
生

マ
マ
健
診
事
業
」
お
よ
び
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
「
特
定
不
妊
治
療

助
成
事
業
」、「
風
し
ん
予
防
接
種
事
業
」、
妊

婦
健
康
診
査
事
業
へ
の
追
加
助
成
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
成
長
発
達

段
階
に
応
じ
た
、
育
児
不
安
を
解
消
す
る
た
め

の
訪
問
指
導
お
よ
び
健
診
・
相
談
事
業
の
充
実

①
子
育
て
支
援
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

超
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、「
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
最
後
ま
で
尊
厳
を
持
っ

て
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
り
た
い
」
と
の
思
い

は
、
町
民
共
通
の
願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

介
護
・
医
療
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
・
介
護
予

防
等
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が
必
要
で
す
。「
第
３

次
高
畠
町
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計

画
」
の
推
進
を
図
り
、
町
民
だ
れ
も
が
安
心
し

て
生
活
し
続
け
る
た
め
、
自
助
・
互
助
・
共
助
・

公
助
が
手
を
携
え
て
、
地
域
課
題
に
対
応
し
た

新
た
な
助
け
合
い
の
し
く
み
づ
く
り
や
基
盤
づ

を
図
り
ま
す
。

　

家
庭
教
育
分
野
で
は
、
妊
娠
期
・
幼
児
期
・

小
中
学
校
入
学
期
の
保
護
者
、
高
校
生
、
祖
父

母
な
ど
年
代
に
合
わ
せ
た
子
育
て
支
援
講
座
を

開
催
し
、
健
や
か
に
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た

め
の
家
庭
教
育
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
住
民
や
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
の

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
や
「
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
で
健
や
か
な
居
場
所
づ
く
り
・
学
び

の
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲地域福祉を考える町民ワークショップの様子

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
施
策
に
お
い
て
は
、「
町
老
人
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
第
６
期
）」
を

策
定
し
、
今
後
急
増
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
認

知
症
へ
の
対
応
策
の
推
進
や
在
宅
医
療
・
介
護

の
連
携
推
進
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
お
よ
び

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
重
点
化
・
効
率
化
を

一
体
的
に
行
う
方
策
等
を
検
討
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
施
策
は
、「
町
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」

の
見
直
し
と
「
町
障
が
い
福
祉
計
画
」
の
策
定

の
中
で
、
障
が
い
者
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め

の
環
境
整
備
と
と
も
に
、
社
会
参
加
・
就
労
支

援
を
進
め
、
障
が
い
者
の
活
躍
の
機
会
を
拡
大

す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

　

近
年
特
に
課
題
と
な
っ
て
い
る
貧
困
や
虐
待
、

ひ
き
こ
も
り
、
自
殺
、
孤
立
等
の
課
題
に
対
し

て
は
、
社
会
的
な
要
因
に
加
え
て
複
雑
で
複
合

的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
総
合
相
談
体
制
の
さ
ら
な
る

　

誇
り
高
い
人
間
形
成
は
、
福
祉
・
教
育
の
分
野
で
の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
子
育
て
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
、
教
育
環
境
整
備
、
社
会
教
育
の
充
実
な
ど
、
子
ど
も
が
た
く
ま
し

く
育
ち
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
特
に
、
若
い
世
代
が
住

み
た
く
な
る
新
し
い
子
育
て
制
度
・
定
住
支
援
の
構
築
や
、
地
域
に
お
け
る
超
高
齢
社
会
を
見

据
え
た
自
助
・
共
助
と
公
助
の
連
携
を
い
か
に
強
化
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

②
介
護
・
障
が
い
者
・
居
住
対
策
な
ど
の

　

福
祉
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

教
育
環
境
の
向
上
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
の
高
揚
と
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
、
技
能
の
習
得
と
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
の
伸
長
を
め
ざ
し
て
、『
次

代
を
担
う
児
童
生
徒
育
成
事
業
』
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
の
養
成
・
確
保

に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
へ
の
情

熱
と
使
命
感
を
持
っ
た
心
豊
か
な
人
材
を
養
成

し
ま
す
。
特
別
に
支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒

に
き
め
細
か
な
支
援
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

引
き
続
き
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
教
育
相
談

③
教
育
環
境
整
備
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

充
実
を
図
り
、
福
祉
・
医
療
・
保
健
・
教
育
・

就
労
等
、
様
々
な
関
係
機
関
団
体
、
地
域
が
連

携
し
て
、「
家
族
支
援
」
を
主
眼
に
し
た
総
合

的
な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

頻
発
す
る
災
害
に
対
応
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
の
受
け
入
れ
や
避
難
所
の
支
援
等
の
対
応

が
速
や
か
に
で
き
る
よ
う
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
セ
ン
タ
ー
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
要
支
援
者
へ
の
支
援
が
円
滑
に
行
え
る

よ
う
、「
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
」
を
活
用
し
、

区
長
会
や
自
主
防
災
会
、
商
店
街
、
企
業
等
と

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
日
常
的
な
見
守
り
を

含
め
た
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　

町
内
か
ら
の
人
口
流
出
を
防
ぐ
若
者
定
住
促

進
事
業
で
は
、
持
家
住
宅
建
設
購
入
補
助
の
要

件
を
、
町
外
か
ら
の
居
住
に
加
え
、
町
内
の
若

者
に
も
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
町
営
住
宅
御
入
水
団
地
の
大
規
模

改
修
を
実
施
し
ま
す
。

４
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平成 26年度　施政方針

　

１
月
の
日
銀
地
域
経
済
報
告
で
は
、
全
国
の
全
地
域
で
「
回
復
」
の
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
、
よ

う
や
く
地
方
経
済
に
も
景
気
回
復
の
波
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
が
示
し
た
「
好
循
環
実
現

の
た
め
の
経
済
対
策
」
を
受
け
、
地
方
で
も
様
々
な
デ
フ
レ
脱
却
と
経
済
再
生
へ
の
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
本
町
に
お
け
る
施
策
も
高
畠
中
学
校
（
仮
称
）
整
備
が
大
詰
め
を
迎
え
、
過
去

最
大
級
の
一
般
会
計
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
産
業
の
活
力
を
発
揮
さ
せ
、
若
者
や
高
齢

者
等
へ
支
援
す
る
と
と
も
に
、安
心
・
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
26
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

②
社
会
資
本
整
備
・
再
編
か
ら
の

　

ア
プ
ロ
ー
チ

　

公
共
施
設
に
係
る
財
政
負
担
を
見
据
え
た
中
、

施
設
配
置
の
在
り
方
や
維
持
改
修
コ
ス
ト
の
平

準
化
、有
効
活
用
な
ど
の
考
え
方
を
定
め
る（
仮

称
）「
公
共
施
設
の
保
全
・
利
活
用
基
本
指
針
」

を
策
定
し
ま
す
。
昨
年
か
ら
引
続
き
、
イ
ン
フ

ラ
・
ス
ト
ッ
ク
の
総
点
検
を
実
施
し
、
住
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
の
再
構
築
、
生

活
空
間
の
安
全
確
保
に
資
す
る
事
業
の
展
開
を

実
施
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
橋
梁
長
寿
化
修

繕
計
画
に
よ
る
橋
梁
補
修
、
道
路
舗
装
性
状
調

査
に
よ
る
舗
装
修
繕
、
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
に
よ
る
施
工
の
実
施
、
新
た
に
公
園
施
設
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

道
路
改
良
促
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
道
馬
頭

中
島
線
、
北
川
原
侭
下
線
、
新
屋
敷
線
な
ど
の

幹
線
道
路
・
生
活
圏
道
路
も
含
め
た
事
業
の
展

開
と
通
学
道
路
の
安
全
対
策
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
総
合
的
な
取
組
み
を
集
中
的
に
展
開
し
ま

す
。　

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
な
水
を

安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
老
朽
管

や
遠
方
監
視
装
置
等
の
更
新
事
業
を
進
め
、
併

せ
て
、
４
年
目
と
な
り
ま
す
上
和
田
地
区
の
水

道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
下

水
道
に
つ
い
て
は
、
管
渠
・
施
設
の
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
合
併
浄
化
槽
の

新
設
普
及
を
県
単
独
補
助
事
業
と
合
わ
せ
て
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
高
畠
中
学
校
（
仮
称
）
開

校
に
合
わ
せ
て
上
下
水
道
工
事
を
引
き
続
き
進

め
ま
す
。

③
事
故
・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

昨
年
７
月
の
集
中
豪
雨
に
お
い
て
、
町
災
害

対
策
本
部
と
し
て
初
め
て
安
久
津
地
内
の
屋
代

川
周
辺
住
民
へ
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
一
方
で
、

５
０
０
名
を
超
え
る
消
防
団
員
や
自
主
防
災
組

織
の
方
々
が
昼
夜
を
分
か
た
ず
活
動
い
た
だ
い

た
結
果
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
を
出
す
こ
と
な

く
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
避
難
勧
告
を
発
令

す
る
ま
で
の
情
報
収
集
の
手
段
や
避
難
路
の
設

定
、
災
害
時
要
援
護
者
を
は
じ
め
と
し
た
住
民

へ
の
周
知
方
法
、
土
の
う
や
運
搬
車
両
と
い
っ

た
災
害
時
の
資
機
材
調
達
方
法
な
ど
、
多
く
の

反
省
点
と
課
題
点
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
第
一
に
「
地

域
住
民
と
の
連
携
」
が
重
要
で
あ
り
昨
年
度
に

引
き
続
い
て
自
主
防
災
組
織
を
全
集
落
で
設
立

さ
れ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。
第
二
に
「
情
報
収

集
」
が
災
害
対
策
本
部
の
初
動
対
応
や
避
難
指

示
等
の
判
断
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、

高
畠
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
情

報
収
集
体
制
の
構
築
と
強
化
を
図
り
ま
す
。
第

三
に
「
準
備
と
訓
練
」
が
災
害
時
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
重
要
で
あ
り
、
消
防

団
員
の
装
備
や
消
防
施
設
の
整
備
と
災
害
救
助

品
の
備
蓄
を
進
め
る
一
方
、
災
害
発
生
時
の
職

員
招
集
訓
練
な
ど
、
実
践
的
な
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
高

畠
消
防
署
改
築
に
向
け
て
、
建
設
予
定
地
の
整

備
と
周
辺
公
共
施
設
の
再
配
置
を
行
い
、
迅
速

な
出
動
と
機
動
力
向
上
に
向
け
て
置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
本
部
と
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　

毎
年
策
定
し
て
い
る
「
町
財
政
計
画
」
を
踏

ま
え
、
町
財
政
の
安
定
的
な
運
営
に
必
要
と
な

る
財
源
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
最
大
の
課
題

④
財
政
基
盤
の
強
化
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
な
り
ま
す
。
特
に
地
方
交
付
税
は
、
国
で
は

総
額
を
適
切
に
確
保
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

配
分
算
定
の
際
、
非
合
併
市
町
村
の
減
額
が
議

論
に
上
っ
た
ほ
か
、
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
歳

出
抑
制
が
要
請
さ
れ
る
な
ど
、
楽
観
は
で
き
な

い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
の
補

正
予
算
を
活
用
し
、「
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
」

事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
む
ほ
か
、
土
地
一
斉

調
査
事
業
な
ど
を
展
開
し
、
適
正
な
課
税
客
体

の
把
握
と
町
税
収
入
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
建
設
等
の
大
型
公
共
事
業
や

老
朽
化
す
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
に　

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
財
政
健
全
化
数
値
が

悪
化
す
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
現
在
積
み
増

し
し
て
い
る
基
金
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、

収
支
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

「
町
５
カ
年
経
営
計
画
」
を
は
じ
め
と
す
る
経

営
に
関
す
る
個
別
計
画
を
、
厳
格
に
進
行
管
理

す
る
な
ど
、
継
続
的
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
ま
す
。

▲総合防災訓練の様子

３　

結
び
に
あ
た
っ
て

３　

結
び
に
あ
た
っ
て

３　

結
び
に
あ
た
っ
て

▲屋代地区公民館の太陽光パネル

　

す
ば
ら
し
い
環
境
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い

く
た
め
、
美
し
い
郷
土
を
保
全
す
る
自
然
環
境

保
護
に
力
点
を
置
き
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
し
て
、

環
境
を
守
り
育
て
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
太
陽
光
・
太
陽
熱
・
薪
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
に
対
す
る
助
成
等
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
を
高
め
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

③
自
然
と
の
共
生
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

国
は
、
生
産
調
整
の
見
直
し
で
農
家
が
自
ら

の
経
営
判
断
で
作
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

農
業
を
実
現
す
る
た
め
、
５
年
後
に
減
反
政

策
を
廃
止
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
水

田
農
業
を
中
心
と
す
る
本
町
に
と
っ
て
、
極
め

て
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
新
た
に

導
入
さ
れ
る
日
本
型
直
接
支
払
制
度
や
水
田
活

用
対
策
の
拡
充
策
等
の
徹
底
し
た
周
知
と
推
進

に
よ
り
農
業
所
得
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

数
多
く
の
集
落
で
議
論
を
重
ね
作
成
さ
れ
た

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
基
礎
に
し
て
、
青
年

就
農
や
農
地
集
積
対
策
に
よ
る
力
強
い
農
業
経

営
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ

ま
で
培
わ
れ
て
き
た
高
畠
町
の
大
き
な
特
徴
で

あ
る
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
を
基
本
と

し
た
、
新
た
な
視
点
に
立
っ
て
当
町
の
農
業
を

振
興
し
ま
す
。

④
農
業
再
編
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

地
方
が
自
立
し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
一
定
程
度
の

国
や
県
の
支
援
は
期
待
で
き
る
も
の
の
、
地
方
自
ら
の
健
全
な
体
力
づ
く
り
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

町
民
自
身
が
健
康
を
適
切
に
管
理
し
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
社
会
資
本
の
長
寿
命
化
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
、
財
政
基
盤
の
見
直
し
な
ど
、
地
域
力
を
強
化
す
る
た
め
に
、
自
立
の
ベ
ー
ス
と

な
る
ゆ
る
ぎ
な
い
体
力
づ
く
り
を
重
視
し
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
特
に
、
事
業
実
施
時
に
あ
ら

ゆ
る
財
源
を
活
用
す
る
と
い
う
基
本
ル
ー
ル
の
堅
持
と
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
的
な
見
直
し

が
重
要
で
す
。

　

昨
年
度
か
ら
公
立
高
畠
病
院
を
中
心
と
し
て

実
施
し
て
い
る
健
診
事
業
に
つ
い
て
は
、「
健

康
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
の
一
層
の
推
進
を

め
ざ
す
た
め
、
各
種
が
ん
健
診
、
生
活
習
慣
病

の
受
診
率
を
い
か
に
向
上
さ
せ
て
い
く
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診
率
の
向
上
を
図
り
、

よ
り
効
果
的
な
予
防
医
療
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
が
ん
お
よ
び
疾

病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
健
診
後

の
健
康
相
談
お
よ
び
保
健
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

が
ん
対
策
に
つ
い
て
は
、
大
腸
が
ん
検
診
は
従

来
ど
お
り
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
で
、
５
年
間
の
推
進
期
間
が
終

了
し
た
子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
の
女
性
、
乳
が

ん
検
診
は
40
歳
の
女
性
を
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
対

象
と
し
て
検
診
の
受
診
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

前
立
腺
が
ん
検
診
は
町
単
独
事
業
と
し
て
引
き

続
き
50
歳
、
60
歳
を
対
象
と
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

次
に
、
公
立
高
畠
病
院
の
経
営
健
全
化
に
つ

い
て
は
、
外
来
患
者
お
よ
び
入
院
患
者
の
増
加

並
び
に
健
診
事
業
へ
の
取
り
組
み
等
に
よ
り
、

①
健
康
づ
く
り
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

平
成
25
年
度
の
病
院
収
益
は
対
前
年
比
で
大
き

く
改
善
し
、
改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
数
値
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

年
改
正
さ
れ
る
消
費
税
へ
の
対
応
に
加
え
、
診

療
報
酬
改
定
を
控
え
、
病
院
経
営
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

医
師
の
招
聘
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年

４
月
か
ら
外
科
医
師
の
招
聘
が
実
現
し
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
内
科
医
師
不
足
の
状
況
に
は
変
わ

り
は
な
く
、
今
後
と
も
招
聘
活
動
に
全
力
を
挙

げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
26
年
度
は
、

持
続
可
能
な
病
院
経
営
の
実
現
と
町
民
の
皆
様

の
健
康
を
守
る
た
め
、
予
防
医
療
で
あ
る
健
診

事
業
の
充
実
と
診
療
体
制
の
強
化
を
図
り
な
が

ら
、
医
療
情
報
の
共
有
化
を
目
指
す
「
地
域
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
用
も
含
め
、
地
域
在

宅
医
療
の
方
向
性
を
町
内
診
療
所
の
先
生
方
と

検
討
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い

う
使
命
の
も
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
中
核

的
施
設
と
し
て
町
内
診
療
所
や
福
祉
・
介
護
施

設
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
地
域
に
密
着
し
た

保
健
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

勧
告
を
強
化
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
資
源
の
有
効

利
用
、
ご
み
の
減
量
な
ど
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
住
民
の
協
働
の

も
と
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
再
利
用
、
再
資
源

化
事
業
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。
新
た
な
リ

サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
と
し
て
、
携
帯
電
話
や

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
の
使
用
済
小
型
家
電
を
回

収
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
有

用
金
属
の
再
資
源
化
に
努
め
ま
す
。

導
入
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
事

業
と
し
て
、
役
場
と
そ
の
周
辺
施
設
に
、
廃
熱

利
用
等
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

実
証
事
業
と
協
力
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

に
よ
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
化
、
地
産
地

消
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。
省
エ
ネ
お
よ
び
地

球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
集
落
等
で
管
理
し
て

い
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
、
今
後
の
助
成
方
法
等
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
め
ざ
し
、高
畠
病
院
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
・

蓄
電
池
設
置
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し

ま
す
。
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平成 26年度　予算

15億2千万円の増額

489,56785,926

町の人口　24,777 人（平成26年３月１日現在の住基登録者）

平成26年度高畠町一般会計予算は、
121億３千万円で、対前年度比で15億２千
万円、14.3％の増額としました。
歳入のうち、町税、地方交付税および

臨時財政対策債等の一般財源は66億
7,958万円で、前年度比マイナス4,038万
円、マイナス0.6％を見込みました。町税
は、固定資産税などの増額を見込み、地方
交付税は、国の地方財政計画によりマイナ
ス６千万円を見込みました。
主な事業としては、統合中学校整備事

業、町道竹森中里線整備事業、障がい者総
合支援事業、住民保健事業、高齢者いきい
き活動支援事業、小中学生医療費助成事業、
ごみゼロモデル事業などを予算化し、町民
の福祉および生活環境の向上に努める予算
としました。
一般会計と特別会計、企業会計の予算

総額は224億9,505万円で、一般会計や介
護保険会計の増額などにより、前年度より
19億3,491万円、9.4％の増額としました。

…… 25億4,751万円
…………１億5,820万円

… 3,928万円
…………… 2,920万円
………… 3,308万円
……… 2,120万円
…… 2,000万円

統合中学校整備事業
道路新設改良事業
戦略的園芸産地拡大支援事業
御入水団地改修事業
役場車庫建て替え事業
住宅建設支援等補助事業
製造業経営革新事業補助金

雪対策総合交付金
高齢者いきいき活動支援事業
放課後児童クラブ推進事業
保育料軽減事業
小中学生医療費助成事業
母子保健事業
（乳幼児・妊婦健診事業等）
各種検診等住民保健事業
ごみゼロモデル事業
（生ごみ資源化等）
緊急雇用創出事業
農地維持・資源向上支払交付金事業
森林病害虫防除対策事業
デマンド交通運行事業
クラシックカーレビューINたかはた
げんきな高畠イベント開催事業
私立幼稚園就園奨励費
学校給食運搬事業
人材養成事業
 （中高生海外派遣、国内派遣事業等）

………………… 180万円
… 1,991万円
…… 2,377万円

…………………… 960万円
… ２億140万円

………………… 2,653万円

……… 4,929万円
…………… 802万円

…………… 2,035万円
… 1,745万円

………… 228万円
…………… 840万円

…… 70万円
… 280万円

………… 1,830万円
………………… 997万円

…………………… 310万円

121 ３

区　　　分 金　額 構成比

義務的経費
人件費 18億7975万円 15.5 ％

36.5 ％扶助費 15億642万円 12.4 ％
公債費 10億3782万円 8.6 ％

投資的経費 普通建設事業費 30億8736万円 25.4 ％ 25.4 ％災害復旧事業費 22万円 0.0 ％

その他

物件費 11億8280万円 9.8 ％

38.1 ％

維持補修費 2億7521万円 2.3 ％
補助費など 12億5829万円 10.4 ％
積立金 57万円 0.0 ％
投資及び出資金 2億903万円 1.7 ％
貸付金 1億9225万円 1.6 ％
繰出金 14億8528万円 12.2 ％
予備費 1500万円 0.1 ％

一般会計の主な事業

び

歳入

昨年度比

歳出

一般会計予算額 億 千万   円
町民一人当たりの町税額 町民一人当たりに使われるお金

歳出の性質別分類（一般会計）

▲

問合せ先／町企画財政課財政係　☎（52）１７４０

繰入金

繰越金
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№ 講　　座　　名 担 当 課

１ 自主防災組織の活動 総 務 課

２
防災（災害）に対する心構え
～被害を最小限に抑えるために～

総 務 課

３ 住宅用火災警報機設置と防火の備え 総 務 課

４ 町のおさいふ事情 企画財政課

５ 町の行財政改革 企画財政課

６ これからの町づくり～総合計画～ 企画財政課

７ 地縁団体のつくり方 企画財政課

８ NPOって、なあに？ 企画財政課

９ 町税のしくみ 税 務 課

10
国民健康保険税と
　　　 後期高齢者医療保険料のしくみ

税 務 課

11
国民健康保険のしくみ
～国保のしくみと給付内容～

町 民 課

12 後期高齢者医療制度について 町 民 課

13 知って得する国民年金 町 民 課

14
ご存知ですか、ジェネリック医薬品
～医療費の節約術～

町　民　課

15
「ｅｃｏ」ってなんだろう？
～環境にやさしい人になろう～

生活環境課

16
おひさまと森のエネルギーを利用しよう
～太陽光発電はもとがとれるか～

生活環境課

17 ごみ分別に迷ったら 生活環境課

18 快適！楽しい節約術 生活環境課

19
エコドライブ（試乗もできる）
～安全でエコな運転方法～

生活環境課

20 包む、結ぶ　おしゃれな風呂敷結び 生活環境課

21 ダンボールで生ごみ処理！？ 生活環境課

22 食品を選ぶポイントはここ！！ 生活環境課

23 上手な食品の保存方法 生活環境課

24 大掃除はおまかせ 生活環境課

25 環境にやさしい事業所になろう 生活環境課

26 介護保健制度について　 福 祉 課

27
広げよう　地域の支えあい
～住みなれた地域で安心して暮らすために～

福 祉 課

28
防災から地域の福祉を考える
～防災福祉マップを作ってみよう～

福 祉 課

29 みんなで防ごう! 児童虐待 福 祉 課

30 子どものいろいろな手当 福 祉 課

31 障がい者を支える福祉サービス 福 祉 課

32
こころの健康づくり
～ストレスの対処法やうつ病の予防について～

福 祉 課

33 認知症を理解する 福 祉 課

34 認知症サポーター養成講座 福 祉 課

35 高齢者虐待を知っていますか？ 福 祉 課

36 介護予防で健康寿命をのばしましょう 福 祉 課

37
はじめよう身体づくり
～健康づくりのための運動～

健康推進課

№ 講　　座　　名 担 当 課

38 メタボリックシンドロームを予防しよう 健康推進課

39 何をどれだけ食べればいいの？ 健康推進課

40 歯と歯ぐきの健康づくり 健康推進課

41 知って実行！乳がん自己検診法 健康推進課

42 もっと知りたい　たばこの話 健康推進課

43 子どもの感染症予防と予防接種 健康推進課

44 農業の振興策について 産業経済課

45
森林を知ろう
～森の恵み、木との関わり～

産業経済課

46 まちなか歩きのすすめ 産業経済課

47 高畠町の産業のようす 産業経済課

48 観光によるまちづくり 産業経済課

49 たかはたブランドって何？ 産業経済課

50 デマンド交通で出かけよう！ 産業経済課

51 農地について 農業委員会

52 農業者年金のすべて 農業委員会

53 高畠町の都市計画 建 設 課

54 景観づくりのすすめ 建 設 課

55 道路や河川のはなし 建 設 課

56 地籍調査って何? 建 設 課

57 耐震診断・改修のすすめ 建 設 課

58 生活排水対策のはなし 上下水道課

59 水道のしくみ 上下水道課

60 子育て支援と保育サービス 教育総務課

61 高畠町の文化財 社会教育課

62 高畠町の歴史 社会教育課

63 図書館はこんなところ 社会教育課

64
公民館ア・ラ・カ・ル・ト
～社会教育事業のあれこれ～

社会教育課

65 自治公民館の活用法 社会教育課

66 地域における生涯スポーツの振興 社会教育課

67
家庭教育は大事です
～高畠町の家庭教育支援事業について～

社会教育課

68
復活！地域のちから
～地域づくりの主役はあなたです～

社会教育課

69
青少年の健全育成
～次代の担い手をどう育てていくか～

社会教育課

70 選挙について 選挙管理委員会

71 関心ありませんか？身近な議会のこと 議会事務局

72 健康ですごすために 公立高畠病院

73 上手なお風呂の入り方 公立高畠病院

　高畠町では、町民と行政の協働による町づくりをめざして、町職員が
地域に出向き行う「まちづくり出前講座」と、町民自身がボランティア
で講師を務める「たかはた町民講座」を開設しています。
　対象者は町内小中高生および町内に在住・勤務している 5人以上で構
成された団体・グループです。（町民講座は 3人以上）
　メニュー表から講座を選んでいただくほか、メニューにない内容のご
相談もお受けしております。お気軽にお問い合わせください。

たかはた町民講座＆高畠町まちづくり出前講座たかはた町民講座＆高畠町まちづくり出前講座

№ 講　　座　　名 講師氏名 講座の内容
１ 万葉集を読む 冨　樫　　　徹 万葉集の読解と鑑賞

２ 楽々俳句講座 荒　井　俊　二 初歩・基礎から俳句一般
※「花鳥」俳句会は毎月第一土曜日開催、一人でも見学可

３ やさしい茶道 渡　部　雅　子 茶道教室（裏千家）
小中学生も可　月～金のみ可

４ 煎茶道　方円流
一緒に楽しく  お茶とおしゃべり 梅　津　典　子 煎茶道を通してお茶の美味しい入れ方を教えます。

平日の10時～ 19時の時間帯で。幼稚園等でも開催可

５ 和服・聞く・着る講座 市　川　長　子 着物・浴衣着付け実技指導、着物の知識について（お話）

６ 生け花教室(池坊) 中　村　湖　月 美しい花に手を加えて更に美しく活ける楽しさ、楽しくな
る花の活け方　10時～ 21時の時間帯で。小学生でも可

７ 人生楽しく・わくわく講座
子育ち、自分育ちの楽しいお話 菊　地　剛　謙 面白くてためになる話　幼児でも可

８ くらし・いきいき 平　　　謙　雄 詩吟（漢詩、和歌､俳句､新体詩) 青少年健全育成（幼～青
年､保護者)や高齢者の生き方などのお話

９ 三味線に合わせて唄う 藤　本　繁　一 三味線、弾き語りによる懐メロ・民謡等の実演・舞台活動

10 絵画教室 原　田　春　二 絵画（洋画～水彩・油絵・多色版画）、彫塑（レリーフなど）

11 楽しい生活習慣病予防講座 髙　梨　和　雄 生活習慣病を防ぐ食事と健康づくり運動・里山散策（野
草、薬草、木の実採取ほか）

12 むか～し、あったけど まほろば語り部の会 むかし語り　年齢や季節に合わせた語りをします

13 火にかけている時間をぐんと短縮できる
鍋帽子®を作って、使ってエコクッキング

米 沢 友 の 会
高 畠 支 部 鍋帽子®の製作、鍋帽子®を使った保温調理の実習

14 げんきかい講座 げ ん き か い 健康づくりのための楽しい軽運動やストレッチなど　
9時～16時の時間帯で

15 やさしい陶芸 陶 芸 同 好 会 やさしい焼き物づくり体験教室　

16 社交ダンス 佐 藤 久 一 音楽に合わせて楽しく踊る社交ダンス

◆開催時間・会場／基本的には平日休日を問わず、９時から21時までの２時間以内であれば対応できます。
　　　　　　　　　開催場所は町内に限ります。会場の手配、準備、開催の告知等は受講申込者が行ってく
　　　　　　　　　ださい。
◆受講料／講師料は無料ですが、材料費等が生じる場合は参加者負担となります。
　　　　　※詳細および不明な点は下記までお問い合わせください。
【申込み方法】
◇講座開催日の14日前までに、所定の申込書により社会教育課までお申し込みください。
（申込用紙は中央公民館・各地区公民館・生涯学習館で配布しています。）

　　　　　 

▲

問合せ先／高畠町教育委員会　社会教育課 社会教育係　☎（52）４４８７　Fax（52）５０４３

～講座の利用にあたって～

【たかはた町民講座】　
　多彩な趣味や特技、知識、技能を持つ町民の方々が、日ごろの学習
成果を活かして自ら講師となり、広く生涯学習の「きっかけ」づくり
の場を提供します。

【まちづくり出前講座】　
　町の事業や施策などについて、業務を担当する町職員が地域に出向き講師を務めます。

一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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広報たかはた　文芸広報たかはた　文芸

思いあふれる文芸の数々思いあふれる文芸の数々

広報たかはた　文芸

思いあふれる文芸の数々
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、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時
／
平
成
26
年
６
月
１
日
㈰

　

午
前
10
時
か
ら

○
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ 

◆
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課

　
「
文
芸
欄
」        

☎
52
４
４
７
６

投
稿
者
と

   

選
者
の
つ
ど
い

川　

柳

俳　

句

荒　

井　

俊　

二
・
選

達
筆
の
師
の
短
冊
の
涼
し
け
れ

一
本
柳　

中

手

保

子（
10
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

人
事
句
に
し
て
ま
た
自
然
な
季
節

感
が
漂
う
。「
の
」を
重
ね
た
叙じ

ょ
ほ
う法
に

作
者
の
力
量
を
感
じ
る
。

　

佳　

作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

ま
ほ
ろ
ば
や
ど
ち
ら
を
見
て
も
山
笑
ふ

深　

沼　

寒
河
江
孝
子（
６
月
）

　

葡
萄
、
松
茸
、
そ
し
て
フ
ル
ー
ツ

ラ
イ
ン
、
豊
か
な
米
ど
こ
ろ
の
里
ま

ほ
ろ
ば
。
魅
け
て
春
を
告
げ
る
四
囲

の
山
々
。

お
と
な
り
の
風
吹
け
ば
く
る
鯉

こ
い
の
ぼ
り幟

糠
野
目　

中

野　

博（
８
月
）

　

隣
り
同
志
の
親
し
さ
、ひ
る
が
え

る
鯉
幟
を
に
こ
や
か
に
見
上
げ
る
大

ら
か
な
作
者
。

最
高
賞

か
も
鹿
の
突
如
現
は
る
草く

さ
も
み
じ

紅
葉

上
和
田　

鏡

た

か

子（
12
月
）

　

又
も
作
物
荒
し
か
、
地
域
の
日

常
生
活
で
の
一
齣
、「
突
如
」
の

一
語
に
鮮
や
か
な
臨
場
感
が
わ

く
。

木
枯
や
窓
辺
を
た
た
く
亡は

は母
の
声

馬　

頭　

渡
部
美
代
子（
３
月
）

　

幻
聴
と
し
り
つ
つ
も
夜
半
の
木

枯
。
母
を
亡
く
し
た
悲
し
み
の
深

さ
を
耐
え
る
作
者
で
あ
る
。

観
音
堂
上
る
一
歩
の
淑
気
か
な

大
町
三　

大
塚
喜
久
能（
３
月
）

　

初
詣
の
清
浄
な
思
い
に
堂
宇
の

磴
を
踏
む
作
者
。
中
七
・
下
五
と

表
現
が
見
事
。

最
高
賞

遠
き
日
の
「
二
十
四
の
瞳
」
に
涙
せ
し

　

時
代
変
わ
れ
ど
悲
し
み
新
た

根　

岸　

金

子

協

子（
10
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

時
代
は
変
わ
っ
て
も
悲
し
み
は
新

し
く
生
ま
れ
る
。
過
ぎ
し
日
を
偲
ば

れ
た
良
い
歌
で
す
。

　

佳　

作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

孫
と
行
く
み
ち
の
く
の
旅
災
害
に

　

桜
負
け
じ
と
今
咲
き
誇
る

筋　

佐
藤
ナ
ヲ
子（
６
月
）

　

自
然
の
ま
ま
に
、
力
強
く
咲
く
桜

の
花
を
詠
ん
だ
良
い
歌
で
す
。

恵
め
ぐ
み
あ
め雨
長な

が

き期
に
降
り
て
為な

ら
ず
雨

　

空
を
仰あ
を

げ
ぬ
ひ
ま
わ
り
悲
し

　

夏　

茂　

小

浅　

昭（
10
月
）

　

良
い
雨
も
長
く
降
り
続
け
る
と
、

要
ら
な
い
雨
と
な
っ
て
し
ま
う
。
ひ

ま
わ
り
の
悲
し
み
が
伝
わ
る
良
い
歌

で
す
。

雨
あ
が
り
山
の
湯
に
飛
ぶ
オ
ニ
ヤ
マ
の

　

ト
ン
ボ
見
か
け
る
風
光
る
朝

上
和
田　

佐

藤

律

子（
10
月
）

　

雨
上
が
り
の
朝
の
景
色
が
見
え
る

よ
う
な
、
自
然
を
見
つ
め
る
良
い
歌

で
す
。

戦
没
者
追
悼
式
の
終
戦
日

　

英
霊
の
妻
に
涙
あ
ふ
る
る

福　

沢　

山

村

和

子（
10
月
）

　

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
人
の
こ
と
を

考
え
る
と
涙
が
止
ま
な
い
。
亡
き
夫

に
涙
を
お
く
る
良
い
歌
で
す
。

髙　

橋　

勝
柳
子
・
選

思
っ
た
ら
二
、
三
日
の
強
風
と
雨
に

た
た
か
れ

僅
か
の
雪
塊
が
の
こ
る
の
み
に

と
り
わ
け
大
き
な
庭
石
の
隅
に
形
の

い
い
石
こ
ろ
が
数
個
あ
っ
た

つ
る
っ
と
し
た
ま
る
い
石
、
ひ
ょ
ろ

長
い
べ
っ
た
ら
こ
い
石

は
じ
ま
き
を
し
た
模
様
の
石
、
色
も

さ
ま
ざ
ま
だ

し
か
も
み
な
角
が
な
く
、
思
わ
ず
手

に
取
っ
て
み
る

雪
の
重
み
で
少
し
め
り
こ
ん
で
い
た

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
が
、
主
人
が

元
気
な
こ
ろ

子
供
達
と
孫
と
皆
ん
な
で
海
に
行
っ

て
、
き
れ
い
な
石
を
拾
っ
て
来
て
は

の
り
の
空
瓶
に
入
れ
て
飾
っ
て
い

た
、
十
年
も
前
の
事
で
あ
る

去
年
の
秋
に
か
た
づ
け
の
つ
も
り
で

庭
石
の
隅
に
あ
け
た
の
を
思
い
出
し
た

石
こ
ろ
は
あ
の
頃
と
ぜ
ん
ぜ
ん
変
わ

り
な
く

豪
雪
の
下
に
じ
っ
と
春
を
待
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
石
こ

ろ
は
、
私
だ
け
が
知
っ
て
い
る
宝
石

の
様
に
見
え
た

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

春
先
、
雪
が
消
え
た
庭
か
ら
あ
ら

わ
れ
た
石
、
そ
れ
は
子
供
、
孫
達
と

海
水
浴
に
行
っ
て
拾
っ
て
き
た
石
で

あ
っ
た
、
思
い
出
の
石
。
「
つ
る
っ

と
し
た
ま
る
い
石
、
ひ
ょ
ろ
長
い

べ
っ
た
ら
こ
い
石
、
は
じ
ま
き
を
し

た
模
様
の
石
」
と
形
状
の
表
現
が
個

性
的
、
や
は
り
「
私
だ
け
が
知
っ
て

い
る
宝
石
」
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

佳　

作

「
馬
の
こ
と
」

上
平
柳　

伊
藤
喜
代
司（
２
月
）

時
々
、夢
を
見
る

戦
争
中
、獣
医
と
し
て
馬
の
世
話
、

病
気
怪
我
の
治
療
に
明
け
暮
れ
た

日
々
。

目
の
前
で
、役
に
立
た
な
く
な
っ
た

馬
が
何
頭
も
死
ん
で
い
っ
た
。

つ
ら
い
、悲
し
い
、非
情
な
心
の
中
の

消
え
な
い
思
い
・・・

人
の
た
め
、国
の
た
め
、何
も
言
え
ず

死
ん
で
い
っ
た
馬
達
。

七
ヶ
宿
か
ら
糠
野
目
に
来
て

蹄
鉄
の
仕
事
で
、ま
た
馬
と
の
か
か

わ
り
が
で
き
た

畑
、田
ん
ぼ
で
、人
の
た
め
に
働
き
続

け
た
馬
達
。

今
は
、も
う
数
少
な
い
。

遠
い
昔
の
こ
と
の
様
だ
。

口
に
は
出
さ
な
い
が
、賢
い
馬
達
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

今
年
の
干
支
午
年
の
せ
い
か
、歳
の

せ
い
か
馬
を
思
う
。

　
「
馬
が
合
う
」
と
い
う
位
、
馬
は

人
の
心
を
よ
く
悟
る
。
戦
死
し
た
軍

馬
を
悼
む
気
持
ち
は
悲
痛
で
あ
る
。

「
祐
ち
ゃ
ん
の
泪
」

相　

森　

後
藤
ち
よ
ゑ（
２
月
）

十
年
一
昔
と
言
う
か
ら
、こ
れ
は

昔
々
そ
の
昔
の
話
。祐
ち
ゃ
ん
は
私

よ
り
二
級
上
で
し
た
。私
を
妹
の
よ

う
に
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
、下
校
の

時
は
い
つ
も
二
人
で
通
っ
た
。私
が

掃
除
の
日
も
校
門
で
待
っ
て
て
く
れ
た
。

さ
行
く
ベ
と
言
っ
て
歩
き
出
す
。毎

日
と
り
と
め
の
な
い
友
達
の
話
、先

生
の
話
、家
族
の
話
な
ど
結
構
楽
し

か
っ
た
。い
つ
か
内
緒
よ
と
言
っ
て

映
画
を
見
て
来
た
話
を
し
た
。あ
ん

な
映
画
は
は
じ
め
て
見
た
な
と
言
っ

て
、映
画
の
内
容
を
話
す
祐
ち
ゃ
ん

の
瞳
が
生
き
生
き
と
輝
い
て
い
た
。

そ
の
頃
の
映
画
は
東
宝
と
遊
楽
館
し

か
な
か
っ
た
。だ
が
学
生
は
父
兄
同

伴
で
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
は
禁
じ
ら

れ
て
い
た
。祐
ち
ゃ
ん
は
三
月
末
に

本
科
を
卒
業
、四
月
か
ら
の
専
攻
科

へ
入
る
迄
は
学
生
で
な
い
か
ら
と
勝

手
に
理
屈
を
つ
け
て
見
て
来
た
と
言

う
。そ
の
ス
リ
ル
と
映
画
そ
の
も
の

の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
少
女
の

胸
の
鼓
動
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が

し
た
。一
ヶ
月
に
一
辺
位
、風
邪
引
い

た
の
よ
と
言
っ
て
海
老
茶
の
袴
を
は

き
、首
に
白
い
包
帯
を
巻
き
、紫
銘
仙

の
着
物
を
着
て
、私
に
会
う
と
弱
々

し
く
笑
う
こ
の
人
に
こ
ん
な
情
熱
が

あ
っ
た
の
か
と
目
を
瞠
っ
た
も
の

だ
っ
た
。

　

戦
時
下
の
女
学
校
時
代
の
話
。
学

校
の
規
則
を
破
っ
て
み
た
映
画
、
ど

ん
な
時
代
に
も
青
春
が
輝
い
て
い
る
。

一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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●
高
畠
町
長
選
挙
の
概
要
●

▼
選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日
・
登
録
日
／

　

４
月
14
日
㈪

▼
告
示
日
・
立
候
補
届
出
日
／
４
月
15
日
㈫

８
時
30
分
〜
17
時

▼
選
挙
期
日（
投
票
日
）／
４
月
20
日
㈰

▼
投
票
所
・
時
間
／
町
内
28
箇
所

　

７
時
〜
20
時

▼
開
票
所
・
時
間
／
町
中
央
公
民
館
大
会
議

室
（
２
階
）　

21
時
〜

●
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
●

　

投
票
す
る
に
は
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

選
挙
人
名
簿
に
は
、
投
票
日
現
在
で
満
20

歳
以
上
の
日
本
国
民
で
あ
り
、
高
畠
町
に
登

録
基
準
日
（
４
月
14
日
）
の
時
点
で
引
き
続

き
３
か
月
以
上
住
所
を
有
す
る
方
が
登
録
さ

れ
ま
す
。（
以
下
の
①
と
②
の
条
件
を
満
た

す
方
）

①
年
齢
／
４
月
20
日
現
在
で
満
20
歳
以
上

　
（
平
成
６
年
４
月
21
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

②
住
所
／
高
畠
町
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

　

※
転
入
し
た
場
合
は
、
１
月
14
日
ま
で
に

転
入
届
を
済
ま
せ
て
い
て
、
引
き
続
き
居

住
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
投
票
日
の
前
日
（
４
月
19
日
）
ま
で
に
町

外
に
転
出
し
た
場
合
は
、
投
票
が
で
き
ま

せ
ん
。

●
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
●

　

新
た
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
の
選
挙
人

名
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
／
４
月
15
日
㈫

▼
縦
覧
場
所
／
高
畠
町
役
場
町
民
課
窓
口

　

４
月
４
日
か
ら
投
票
日
ま
で
に
、
町
内
で

引
越
を
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で

の
投
票
と
な
り
ま
す
の
で
、
間
違
わ
ぬ
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
投
票
所
入
場
券

も
前
の
住
所
地
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
ま
す
●

　

高
畠
町
長
選
挙
の
候
補
者
の
氏
名
・
経
歴
・

政
見
等
を
掲
載
し
た
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ

ま
す
。
区
長
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
す
る

予
定
で
す
の
で
、
貴
重
な
一
票
を
投
じ
る
た

め
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
配
布

を
担
当
す
る
区
長
や
隣
組
長
は
、
速
や
か
に

各
家
庭
へ
配
布
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
選
挙
運
動
期
間
中

に
飲
食
物
（
酒
、
ジ
ュ
ー
ス
、
料
理
な
ど
）

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
候
補
者
・
運
動
員
に

限
ら
ず
す
べ
て
の
人
に
そ
の
名
目
が
ど
う
で

あ
れ
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
意
思
が
正
し
く
政
治
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
、
選
挙
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
い
選
挙
権
を
行
使
し
ま
し
ょ
う
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
高
畠
町
長
選
挙
は
、
４
月
15
日
㈫
に
告
示
さ
れ
、
４
月
20
日
㈰
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
政
を
任
せ
る
代
表
者
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
義
理
や
人
情
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
候
補
者
の
主
張
や
考
え
な
ど
を
検

討
し
、
正
し
い
良
識
と
自
覚
を
も
っ
て
信
頼
で
き
る
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
た
め
、
棄
権
は
せ
ず
、
主
権
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

高
畠
町
長
選
挙
の
投
票
日
は
４
月
20
日
㈰
で
す

●
４
月
４
日
以
降
に
町
内
で
引
越
し
を

し
た
方
は
前
住
所
地
の
投
票
所
で
●

●
陣
中
見
舞
い
に
酒
な
ど
を
持
っ
て

行
く
と
公
選
法
違
反
に
な
り
ま
す
●

●
第
15
投
票
所（
旧
亀
岡
公
民
館
）

の
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た
●

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
、
行
事
、
外
出

な
ど
で
投
票
が
で
き
な
い
方
は
、
期
日

前
投
票
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
期　

間
／
４
月
16
日
㈬
〜
19
日
㈯

▼
時　

間
／
８
時
30
分
〜
20
時

▼
持
ち
物
／
投
票
所
入
場
券

※
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、
投
票
時
に
係
員
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

至亀岡文殊 ↓

●もん前の里
　 農産物
　 直売所

大字亀岡
コミュニティー

センター

→

至
町
内

※
指
定
病
院
等（
町
内
で
は
公
立
高
畠
病
院
・

ま
ほ
ろ
ば
荘
・
た
か
は
た
荘
・
は
と
み
ね

荘
）
に
入
院
等
を
し
て
い
る
方
は
、
施
設

内
で
の
不
在
者
投
票
が
可
能
で
す
の
で
、

施
設
側
に
直
接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
／

　

高
畠
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

役
場
第
６
会
議
室
（
１
階
）

☎
52
３
１
５
４

　

第
15
投
票
区
投
票
所
（
旧
亀
岡
公
民
館
）

は
新
築
移
転
に
よ
り
、
場
所
が
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
。
名
称
も
大
字
亀
岡
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は

期
日
前
投
票
を
‼

高
畠
町
役
場
期
日
前
投
票
所

（
役
場
１
階
第
５
会
議
室
）

突
然
の
脳
出
血
、
手
術
を
受
け
た
も

の
の
、
身
動
き
の
で
き
な
い
状
態
、

左
半
身
が
麻
痺
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
入
院
、
老ち

ち父
は
毎
日
面
会
に

来
て
く
れ
た
。
老ち

ち父
の
顔
を
見
る
と

嬉
し
か
っ
た
が
、
帰
る
と
悲
し
く
て

泣
い
た
。
そ
の
後
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
全
く
手
足
の

動
か
な
い
リ
ハ
ビ
リ
は
つ
ら
か
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
に
も
老ち

ち父
は
毎
日
来
て
、

娘
の
リ
ハ
ビ
リ
を
見
つ
め
て
い
た
。

老ち

ち父
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
見
て
い
て

く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
老ち

ち父

に
家
に
連
れ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
泣

き
な
が
ら
何
度
も
頼
ん
だ
。
そ
の
都

度
老ち

ち父
は
困
惑
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に

も
六
カ
月
入
所
中
、
老ち

ち父
は
毎
日
面

会
に
来
て
く
れ
た
。
本
来
な
ら
立
場

が
逆
な
の
に
と
思
う
と
情
け
な
く
悔

し
く
て
、
ま
た
涙
が
流
れ
た
。
そ
し

て
今
こ
の
施
設
で
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ま
の
手
厚
い
介
護
を
受
け
て
い
る
。

九
十
一
歳
に
な
る
老ち

ち父
が
こ
こ
に
も

毎
日
面
会
に
来
て
く
れ
て
い
る
。
何

の
親
孝
行
も
せ
ず
心
配
ば
か
り
か
け

て
き
た
。
小
さ
い
時
か
ら
父
が
好
き

だ
っ
た
。
農
業
一
筋
に
生
き
晴
耕
雨

▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

　
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
柳
は
１
人
２
句
ず
つ
と
し
ま
す
。

【
次
回
〆
切
り
日
】

詩
・
川
柳
と
も

平
成
26
年
４
月
30
日
㈬
ま
で

「
願
」

秀　

御
破
算
で
願
い
ま
し
て
は
夢
の
中　
　
　
　

福　

沢　

山

村

和

子

〃　

祈
願
す
る
生
き
る
こ
と
の
み
唯
一
つ　
　
　

二
井
宿　

髙
橋
と
く
江

〃　

宝
く
じ
心
で
願
い
並
ぶ
人　
　
　
　
　
　
　
　

筋　
　

佐
藤
ナ
ヲ
子

〃　

雛
作
り
襟
を
正
せ
と
願
か
け
る　
　
　
　
　

高　

畠　

佐
々
木
美
峰

〃　

願
を
掛
け
絶
対
受
か
る
自
信
付
け　
　
　
　

弥
生
町　

皆
川
ゆ
た
か

〃　

願
望
も
夢
破
れ
て
も
今
に
生
き　
　
　
　
　

旭　

町　

川

村

祐

一

〃　

新
し
き
枕
に
な
じ
む
今
朝
の
願
い　
　
　
　

上
和
田　

佐

藤

律

子

〃　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
悲
願
の
メ
ダ
ル
あ
と
一
歩　

石　

岡　

川

井

み

よ

〃　

願
い
事
叶
う
と
信
じ
天
仰
ぐ　
　
　
　
　
　

一
本
柳　

丸

山

俊

子

〃　

節
分
の
福
を
願
っ
て
豆
飛
ば
す　
　
　
　
　

相　

森　

太

田

邦

緒

〃　

願
書
出
す
若
さ
の
頃
に
戻
り
た
や　
　
　
　

下
和
田　

菊
地
み
ゑ
子

〃　

よ
り
早
き
復
興
願
い
豆
を
ま
く　
　
　
　
　

福　

沢　

佐

藤

津

多

〃　

元
日
に
願
い
を
か
け
て
文
殊
堂　
　
　
　
　

亀　

岡　

山
木
庄
右
エ
門

〃　

受
験
生
合
格
祈
願
神
頼
み　
　
　
　
　
　
　

泉　

岡　

日

下

艶

子

〃　

真
央
ち
ゃ
ん
の
願
っ
た
金
よ
り
光
る
涙な

だ　
　

福　

沢　

山

中

よ

し

客　

夢
の
せ
て
合
格
祈
願
そ
ろ
い
ぶ
み　
　
　
　

一
本
柳　

島

倉

一

男

〃　

一
生
の
お
願
い
を
聞
く
二
度
三
度　
　
　
　

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

〃　

満
願
の
暁
神
も
化
粧
す
る　
　
　
　
　
　
　

上
和
田　

鏡

た

か

子

〃　

汚
染
の
地
き
れ
い
な
空
に
成
る
様
に　
　
　

二
井
宿　

御

田

俊

坊

〃　

ソ
チ
の
地
に
悲
願
の
メ
ダ
ル
輝
け
り　
　
　

深　

沼　

佐

藤
　

順

人　

願
掛
け
る
日
の
丸
背
負
い
立
ち
向
か
う　
　

亀　

岡　

大

槻

京

子

地　

早
や
三
年
被
災
者
元
の
生
活
を　
　
　
　
　

金　

原　

菅

野

信

一

天　

天
寿
生
き
妻
と
五
輪
を
東
京
で　
　
　
　
　

上
和
田　

大

浦

秀

一

軸　

月
に
陽
に
願
い
は
一
つ
世
の
平
和　
　
　
　

選
者
吟　

髙
橋
勝
柳
子

※
川
柳
の
投
稿
は
、
１
人
２
句
ず
つ
と
し
て
お
り
ま
す
。

髙
橋

老ち

ち父
へ
の
感
謝

深　

沼　

佐

藤
　

順

屋
根
が
暖
ま
り
、
雪
が
落
ち
る

ス
コ
ッ
プ
と
ダ
ン
プ
で

雪
を
片
付
け
る

流
れ
る
水
に
雪
を
投
げ

汗
と
共
に
め
ど
が
つ
く

成
果
が
見
え
る

家
を
守
り
、
仕
事
に
喜
び
が
あ
る

年
々
体
力
が
つ
く

「
な
ま
け
る
な
」
心
の
中
か
ら

何
か
湧
き
出
る

休
憩
に
本
を
読
む

な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
だ
ろ
う

「
二
宮
尊
徳
翁
」
の
物
語
を

三
十
余
年
振
り
に
読
む

感
動
が
フ
ツ
フ
ツ
と
沸
く

考
え
方
を
教
え
て
く
れ
る

働
き
な
が
ら
の
独
学
の
学
問

そ
の
姿
を
真
似
て
み
よ
う

一
生
懸
命
頑
張
る
と

時
間
が
大
切
に
思
え
る

百
科
事
典
の
完
璧
な
読
み
も
の

合
理
的
で
お
も
し
ろ
い

夢
も
ひ
ろ
が
る

（
評
）作
者
の
前
向
き
で
元
気
な
姿
を

彷
彿
と
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。「
年
々
体

力
が
つ
く
」と
は
驚
き
。

ど
ん
ぐ
り
の
葉
の
鉢
植
え

は
じ
め
て
見
る
鉢
植
え

ど
ん
ぐ
り

雪
片
付
け一

本
柳　

正

田

清

子

上
和
田　

佐

藤

律

子

小
さ
く
て
青
々
と
輝
い
て
い
る

私
に
お
は
よ
う
と
声
を
か
け
て
い
る

ニ
コ
ニ
コ　

ど
ん
ぐ
り
の
葉

（
評
）童
謡
の
よ
う
な
、
か
わ
い
い

詩
。
小
さ
い
も
の
は
何
で
も
か
わ
い

い
。
不
思
議
で
す
ね
。

読
の
生
活
を
し
て
き
た
父
を
尊
敬
し

て
い
る
。
今
は
筆
舌
に
尽
せ
な
い
程

感
謝
し
て
い
る
。

（
評
）
五
十
代
で
脳
出
血
、
半
身
麻

痺
で
施
設
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
毎
日
欠
か
さ
ず
面
会
に
来
て

く
れ
る
老ち

ち父
へ
の
気
持
ち
が
切
な
い
。

く
や
し
く
て
く
や
し
く
て
涙
が
流
れ
て

桜
の
花
び
ら
の
よ
う
に
は
ら
は
ら
と

泣
け
て
き
て
泣
け
て
き
て

桜
も
散
っ
た　

私
の
よ
う
に

は
ら
は
ら
と　

は
ら
は
ら
と

泣
け
て
き
て
桜
も
散
っ
た

疲
れ
て
泣
き
た
い
時
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

思
い
っ
切
り
田
ん
ぼ
に

自
転
車
こ
ろ
が
し
て

思
い
切
っ
て
泣
こ
う

田
ん
ぼ
の
稲
た
ち
が
目
に
し
み
る

私
も
自
転
車
も
泣
い
て
い
る
よ

（
評
）
作
者
は
何
が
悲
し
い
の
だ
ろ

う
。
若
い
時
は
こ
ん
な
時
も
あ
る
。

思
い
切
っ
て
泣
く
が
よ
い
。「
花
び

ら
が
は
ら
は
ら
と
」
と
い
う
比
喩
。

自
転
車
の
擬
人
化
等
大
変
効
果
的

だ
。 泣

き
た
い
時

東
京
都
（
高
畠
町
出
身
）　

佐

野

高

恵

次
回
課
題

‥「
結
」

一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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小さな親切にありがとう
　２月22日㈯、平成26年高畠「小さな親切」実行章の授
与式が行われました。
【実行章受章者　個人】
　五

い が ら し た く み

十嵐拓海（一中２年）、　高
たかはしたくみ

橋拓海（一中２年）
【実行章受章者　団体】
　町立屋代小学校ボランティア委員会、町立屋代小学
　校４年生・５年生、町立第三中学校生徒会、町立第四
　中学校ソフトボール部

高畠財産区管理委員に
　新たに選任されました

　財産区有地の巡
視・調査・管理お
よび財産区の財
産・基金等の運営
を担います。

三年間の思い出を胸に
　３月16日㈰、町内の各中学校で卒業式が行われ、
248人が母校を巣立ちました。
　このうち第一中学校では、恩師や保護者、在校生が
見守る中、和田校長から卒業証書が手渡されました。
　式では合唱も披露され、卒業生は最後のハーモニー
を響かせ、中学校生活３年間の思い出を胸に共に過ご
した学びやを後にしました。

災 害時のボランティアセンター協定締結

　２月25日㈫、町と㈳高畠町社会福祉協議会は、
大規模災害が発生した時に、災害ボランティアの
受入れなどを行うための「災害時におけるボラン
ティアセンター設置及び運営等に関する協定」を
締結しました。

高 畠中学校（仮称）の制服で卒業
　３月18日㈫、町内の小学校で卒業式が行われ、228
人が母校を巣立ちました。
　このうち高畠小学校では、島津校長が６年生86人
に卒業証書を手渡しました。また、和田小学校では、
安部校長が６年生32人に卒業証書を手渡し、卒業生
は、恩師や保護者、在校生に祝福され、未来への希望
と６年間の思い出を胸に、笑顔と涙で新たな一歩を踏
み出しました。

高畠小

高畠小

高畠小

新たに３商品が加わりました

　２月18日㈫開催された、たかはたブランド審査会に
おいて、㈲後藤屋の「後藤屋農園バジルのジェノベーゼ
ソース」と㈱セゾンファクトリーの「秋・ピオーネ山形
生葡萄のジャム」、「高畠大根ノンオイルドレッシング」
の３商品が新規に認証され、２月25日㈫、たかはたブ
ランド認証書交付式が執り行われました。

ニ ホンザル被害対策研修会開催

　２月26日㈬、町文化ホールまほらにおいて、ニホン
ザル被害対策研修会が山形、宮城、福島３県のニホン
ザル被害対策関係者約150名出席のもと開催されまし
た。研修会では、山形大学農学部江成広斗准教授が講
師となり、サル被害対策は地域の実情に合わせて行っ
ていくことが大切であることを強調しました。

和田小

和田小

和田小

　ひろすけ童話を題材にした、第24回ひろすけ童話
感想文・感想画全国コンクールの表彰式が、３月１日
㈯、浜田広介記念館で開催されました。
　全国から寄せられた作品2,060点の中から、部門ご
とに高畠町長賞など各賞が選ばれ、受賞者・受賞団体
が表彰されました。
　受賞されたみなさん、誠におめでとうございます。
ぜひ来年も素晴らしい作品をお寄せください。

ひろすけ童話の感想コンクール

　３月２日㈰、陸上自衛隊第6音楽隊と山形県警察音楽
隊による「地域ふれあいスペシャルジョイントコンサー
ト」が、町文化ホールまほらで行われました。
　ステージでは、山形県警察音楽隊による「Gメン’75の
テーマ」や「太陽にほえろ」、陸上自衛隊第6音楽隊による
「勝利のファンファーレ」などの曲が演奏されました。
　また、合同演奏やステージドリルも披露され、会場満
員となった観客は、すばらしい演奏に聴き入っていまし
た。

陸 自・県警スペシャルコンサート

澁 江 正 光　氏
（幸町三）
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